
 

 

 

 

 

 

 

 

第１０期の児童・生徒会スローガンは、 
「挑戦〜一歩ずつ前へ〜」 に決まりました。 
このスローガンは、本校の重点目標であ
る「他者とつながり、挑戦を積み重ねる子
供の育成」 と深く重なっています。 
「一歩ずつ前へ」という言葉には、自分で
目標を定め、見通しをもちながら粘り強く
取り組む姿勢、そして失敗や困難を乗り越
えながら挑戦を積み重ねていくという意味
が込められています。また、「挑戦」を支え
るのは、仲間との関わりや支え合いであり、
「つながり」の中でこそ、子どもたちの成長
はより確かなものになります。 
このスローガンは、本年度の運動会のテ
ーマにも位置付けられています。競技の結果だけでなく、児童生徒一人ひとりが自らの目標
に向かって挑戦し、仲間と関わりながら「一歩ずつ前へ」と進む過程そのものを大切にしてい
きます。 
児童・生徒会が掲げたこの言葉は、まさに本校が目指す子供の姿そのものです。学校全
体でこのスローガンを共有し、日々の学びや生活の中で「ぐんぐん」と力を伸ばし、「にこにこ」
とした関係性の中で挑戦を重ねていく一年にしてまいります。 
５月１６日（土）には運動会を実施予定です。「つながり」の中で「挑戦」する子供たちの姿
を保護者の皆様、地域の皆様、ぜひご観覧ください。 

４月１５日（水）に、「１年生を迎える会」を体育館で行いました。新１年生
は、上級生からのあたたかい拍手と笑顔に包まれながら入場し、その後全校
児童生徒の前に出て、堂々と自分の好きなことを発表することができました。
その姿からは、新しい環境の中でも一歩踏み出そうとする「挑戦」の気持ち
が感じられ、大変頼もしく思いました。 
当日はあいにくの天候により、校外での活動はできませんでしたが、児童・
生徒会の皆さんが企画してくれた縦割り班でのレクリエーションで思いっきり
楽しんだ後、楽しくお弁当を食べました。学年の枠を越えて関わり合いなが
ら、全校で楽しい時間を共有することができました。 
本校では見慣れた風景ですが、改めて義務教育学校の良さを感じた一日
になりました。 
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１６名の新たな仲間を迎えて ～1年生を迎える会・校内遠足 ～ 



お・は・し・も （おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない） 

４月２１日（火）に、避難訓練を実施しました。訓練日の前日には東北
地方と北海道で大きな地震が発生し、津波警報が発表されていました。   
地震発生時の身の守り方に続き、地震に伴う火災の発生を想定した
避難行動まで、全校児童生徒が真剣な態度で取り組むことができまし
た。訓練後は、初等科の児童は体育館にてＤＶＤを視聴し、火災発生時に
どのように行動すればよいかを学びました。また、中・高等科の児童生徒
は屋外にて、実際に消火器を使用する体験を行い、いざという時に行動
できる力を身に付けました。 
災害はいつ、どこで起こるか分かりません。そのような中で大切なの
は、「自分の命は自分で守る」という意識と行動力です。本日の訓練を通
して、子供たちは単に指示を待つのではなく、自ら考え、判断し、行動する
ことの重要性を実感したことと思います。 
本校では、日常の学びの中でも「主体的に行動する力」を大切にして
います。今回の避難訓練も、その力を育む大切な機会の一つです。今後
も、万が一の事態に備えながら、自分自身と周りの人の命を守る力を着
実に育ててまいります。 

 
 

本校には、一般的に言われるような細かな「校則」はありません。そ
の代わりに大切にしているのが、「TPO（Time・Place・Occasion）」
の考え方です。これは、「いつ・どこで・どのような場面なのか」を自分
で考え、ふさわしい行動を選ぶ力を育てるものです。 
決められたルールに従うだけでなく、自ら判断し、よりよい行動を選
び取ることそれこそが、これからの社会を生きる子供たちに求められる
力であると考えています。本校では毎年度はじめに、児童・生徒会が
中心となって「TPO 集会」を行っています。どのような場面で、どのよう
な行動や身だしなみがふさわしいのかを、児童生徒と教師が共に考
え、共通理解を深めています。「校則がない」ということは、「何をしても
よい」ということではありません。むしろ、自分の行動に責任をもち、周
囲の人や場面とのつながりを意識しながら生活することが求められま
す。これは、本校の重点目標である「他者とつながり、挑戦を積み重ね
る子供の育成」とも深く関わっています。自分で考え、判断し、行動する
経験の積み重ねが、子供たちの主体性を育て、よりよい集団づくりへと
つながっていきます。 
これからも本校では、児童生徒と教師が丁寧に対話を重ねながら、
「自分たちの学校を自分たちでよりよくしていく」という文化を大切にしてまいります。 
 

自分の命は自分で守る（避難訓練） ～合い言葉は お・は・し・も～ 

「校則」について考える ～ルールに従うから、ルールを考えるへ～ 

～～ 
 

 
 

４月１７日（金）に、授業参観・ＰＴＡ総会・学年保護者会を行いました。保護者の皆様には、お忙しい中、多
数ご参観いただき、ありがとうございました。新年度から約２週間でしたが、授業でのお子様の様子はいか
がだったでしょうか。その後、PTA 総会を開催しました。滞りなく議事も進行し、保護者の皆様のご理解とご
協力に感謝申しあげます。 
また、本年度も２０日（月）～２４日（金）に学級担任との保護者面談を実施し、 
個別にお話ができました。お子様の心身の健やかな成長のためには、学校と家 
庭の連携が不可欠です。些細なことでも結構です。 
ご心配な点やご不安な点等ありましたら、学校まで遠慮なくご連絡ください。 

 


